
問

国
連
は
来
年
か
ら
の

年
間
を
「
家
族
農
業
の

10
年
」
と
定
め
た
。

10
世
界
的
流
れ
で
も
近
代

化
・
効
率
化
・
大
規
模
化

が
、
農
薬
や
化
学
肥
料
の

大
量
使
用
、
化
石
燃
料
や

地
下
水
資
源
の
枯
渇
、
温

暖
化
を
招
い
て
い
る
。

そ
の
対
案
が
圧
倒
的
多

数
の
小
規
模
、
家
族
経
営

の
農
家
だ
。

本
市
も
、
家
族
農
業
・

兼
業
が
圧
倒
的
多
数
で
、

ユ
ネ
ス
コ
食
文
化
都
市
の

土
台
を
支
え
る
の
が
そ
の

持
続
的
な
振
興
だ
。

「
家
族
農
業
の

年
」

10

の
実
践
と
し
て
、
集
落
機

能
を
維
持
す
る
支
援
に
向

け
た
見
解
は
ど
う
か
。

農
林
水
産
部
長

本
市
の

家
族
経
営
体
は
３
８
９
２

で
、
全
体
の
約

％
を
占
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め
る
。

大
多
数
を
占
め
る
小
規

模
家
族
経
営
体
は
、
農
村

集
落
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や

生
産
基
盤
維
持
で
欠
か
せ

な
い
。

必
要
な
収
入
が
得
ら

れ
、
農
村
集
落
の
機
能
維

持
、
農
地
や
水
路
等
の
保

全
を
図
る
事
が
、
農
業
振

興
を
図
る
上
で
大
切
な
視

点
の
一
つ
と
考
え
る
。

小
規
模
農
家
が
農
業
を

継
続
し
て
ゆ
く
た
め
に

は
、
園
芸
作
物
の
導
入
や

産
直
向
け
の
生
産
な
ど
、

付
加
価
値
の
高
い
農
業
へ

の
支
援
も
重
要
で
、
生
産

に
取
組
み
や
す
く
す
る
た

め
の
市
独
自
支
援
も
検
討

し
た
い
。

問

現
場
の
農
業
者
の
声

を
代
弁
す
る
農
業
委
員
会

と
し
て
、
家
族
農
業
の
10

年
や
集
落
農
業
維
持
に
つ

い
て
の
見
解
は
ど
う
か
。

農
業
委
員
会
会
長

家
族

経
営
を
主
体
と
し
た
中
小

規
模
農
家
も
重
要
な
位
置

づ
け
と
認
識
し
て
い
る
。

特
に
中
山
間
地
域
で
は

規
模
拡
大
が
難
し
い
条
件

下
で
、
小
規
模
農
家
も
含

め
た
多
様
な
経
営
体
が
、

意
欲
を
持
っ
て
農
業
に
取

組
め
る
環
境
が
必
要
だ
。

市
が
進
め
る
小
規
模
農

家
支
援
、
親
元
就
農
支
援

な
ど
関
係
機
関
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
た
い
。

問

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
田

畑
な
ど
の
被
害
を
未
然
に

防
ぐ
支
援
策
や
、
被
害
農

家
の
営
農
支
援
は
。

農
林
水
産
部
長

環
境
整

備
と
し
て
、
餌
と
な
る
野

菜
や
果
実
な
ど
を
農
地
に

放
棄
し
な
い
、
寝
床
や
休

息
場
所
と
な
る
藪
を
農
地

周
辺
か
ら
無
く
し
て
近
づ

け
な
い
こ
と
だ
。

侵
入
防
止
の
高
い
電
気

柵
や
、
金
属
柵
等
の
設
置

を
行
う
。

電
気
柵
は
設
置
費
用
の

助
成
を
行
っ
て
お
り
、
本

年
度
ま
で
に
対
応
し
た
設

置
距
離
は
約

㎞
だ
。

45

捕
獲
の
経
験
者
が
少
な

く
、
技
術
の
習
得
や
向
上

を
図
る
必
要
が
あ
り
、
わ

な
に
よ
る
捕
獲
術
の
研
修

会
を
開
催
し

名
が
参
加
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し
た
。

来
年
度
は
、
県
が
主
体

と
な
り
、
広
域
に
一
斉
捕

獲
事
業
を
実
施
す
る
。

問

大
山
公
園
南
側
斜
面

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
樹

木
伐
採
後
の
残
材
運
び
出

し
な
ど
一
定
の
処
理
は
終

え
て
い
る
。

今
後
の
整
備
計
画
と
整

備
構
想
は
ど
う
か
。

建
設
部
長

当
該
地
の
一

部
地
権
者
か
ら
、
市
へ
の

寄
付
の
申
し
出
が
あ
り
、

市
と
し
て
も
公
園
の
景
観

確
保
の
た
め
に
、
公
園
と

一
体
的
な
管
理
が
必
要
と

の
判
断
か
ら
寄
付
を
受
け

る
こ
と
と
し
、
現
在
も
所

有
権
移
転
の
手
続
き
を
進

め
て
い
る
。

所
有
権
が
移
行
途
中
で

あ
り
、
ま
ず
土
地
問
題
の

解
決
が
第
一
と
考
え
、
現

時
点
で
は
具
体
的
な
整
備

構
想
に
至
っ
て
い
な
い

が
、
今
後
ツ
ツ
ジ
等
低
木

の
植
栽
な
ど
の
計
画
を
検

討
し
た
い
。

今
後
整
備
に
向
け
た
計

画
策
定
に
は
、
指
定
管
理

者
で
あ
る
大
山
自
治
会
や

大
山
公
園
再
生
協
議
会
な

ど
、
関
係
者
と
十
分
協
議

を
進
め
な
が
ら
取
組
ん
で

い
き
た
い
。
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６
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日

本
共
産
党
の
菅
井
巌
議
員
は
①
農
山
村
政
策
、
②
大
山

公
園
整
備
・
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
市
当
局
を
質
し
ま

し
た
。

家
族
農
業
・兼
業
は
圧
倒
的
多
数

「
地
域
み
が
き
士
」
へ
の
サ
ポ
ー
ト
は

み
が
き
士
の
活
躍
」
に
つ

い
て
提
言
が
あ
る
。

地
域
独
自
の
、
日
本
古

来
の
伝
統
的
な
技
能
や
技

芸
を
有
し
、
そ
の
伝
承
や

問

全
国
町
村
会
に
よ
る

「
農
村
価
値
創
生
と
観
光

・
交
流
に
関
す
る
研
究

会
」
の
報
告
書
で
、
「
関

わ
り
の
場
づ
く
り
と
地
域

継
承
に
努
め
、
地
域
づ
く

り
と
の
つ
な
が
り
な
が
ら

そ
の
魅
力
増
進
、
情
報
発

信
に
貢
献
し
て
い
る
人
々

を
「
地
域
み
が
き
士
」
と

総
称
し
、
そ
の
方
々
の
活

動
を
支
援
し
応
援
す
る

「
サ
ポ
ー
ト
制
度
」
に
つ

い
て
、
本
市
で
は
ど
う
か
。

企
画
部
次
長

市
の
「
卓

越
技
能
者
表
彰
」
や
「
森

の
ソ
ム
リ
エ
」
、「
鶴
岡
ふ

う
ど
ガ
イ
ド
」、
県
の
「
庄

内
浜
文
化
伝
道
師
」
、
山

大
農
学
部
の
「
山
形
在
来

作
物
案
内
人
」
や
、
様
々

な
取
り
組
み
を
支
え
る
サ

ポ
ー
ト
制
度
も
あ
る
。

現
在
あ
る
制
度
を
土
台

と
し
て
、
運
用
方
法
や
人

材
サ
ポ
ー
ト
の
あ
り
方
な

ど
総
合
的
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

問

田
植
え
や
稲
刈
り
の

産
直
交
流
が
縁
で
、
リ
ピ

ー
ト
訪
問
す
る
人
も
お

り
、
移
住
に
結
び
つ
く
つ

な
が
り
は
、
地
域
の
人
々

と
の
交
流
が
信
頼
に
結
び

つ
く
こ
と
だ
。

来
訪
者
と
の
関
わ
り
の

場
づ
く
り
と
し
て
、
空
き

家
を
活
用
し
た
「
お
試
し

居
住
制
度
」
な
ど
あ
れ
ば

有
効
と
思
う
が
ど
う
か
。

企
画
部
次
長

空
き
家
の

状
態
に
も
よ
る
が
、
改
修

に
係
る
初
期
コ
ス
ト
や
、

宿
泊
の
場
合
に
は
旅
館
業

法
等
各
種
法
令
が
ハ
ー
ド

ル
と
な
っ
て
い
る
。

平
成

年
度
か
ら
「
お
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試
し
住
宅
制
度
」
を
設
け

て
い
る
が
、
現
状
と
し
て

農
山
村
地
域
に
物
件
を
用

意
で
き
な
い
た
め
、
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

ま
た
、
居
住
期
間
の
設

定
も
最
長
６
カ
月
の
月
単

位
と
し
て
お
り
、
短
期
滞

在
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
期

間
の
設
定
、
関
わ
り
の
場

づ
く
り
と
い
う
視
点
も
踏

ま
え
た
制
度
運
用
方
法
を

研
究
し
た
い
。

大
山
公
園
南
側
斜
面
の
整
備
は



問

鶴
岡
市
の
共
働
き
、

一
人
親
家
庭
の
増
加
の
も

と
、
学
童
保
育
の
必
要
性

は
高
ま
っ
て
い
る
。

厚
労
省
で
は
、
指
導
員

の
認
定
資
格
研
修
の
実
施

な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

鶴
岡
市
の
現
状
は
、
指

導
員
の
欠
員
が
生
じ
た

り
、
募
集
を
か
け
て
も
な

か
な
か
集
ま
ら
な
い
。

学
童
保
育
指
導
員
の
配

置
に
つ
い
て
、
市
の
現
状

認
識
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

１
支
援

単
位
に
職
員
を
２
名
以
上

配
置
す
る
こ
と
が
基
準
と

な
っ
て
い
る
が
、
現
場
で

は
部
屋
の
複
数
に
分
か
れ

た
り
、
配
慮
が
必
要
な
児

童
が
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
３
～
４
名
の
指
導
員

の
配
置
が
ほ
と
ん
ど
だ
。

現
在
ま
で
認
定
資
格
終

了
者
が

人
お
り
、
体
制

90

づ
く
り
か
ら
も
多
く
の
職

員
に
認
定
資
格
研
修
を
受

講
す
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
、
計
画
的
な
受
講
を
働

き
か
け
て
い
る
。

ま
た
、
各
ク
ラ
ブ
で
は
、

指
導
員
の
募
集
を
行
っ
て

も
、
な
か
な
か
応
募
が
な

い
、
必
要
な
人
数
を
確
保

す
る
こ
と
が
難
し
い
な
ど

の
話
も
聞
い
て
お
り
、
実

質
的
な
人
手
不
足
が
課
題

に
な
っ
て
い
る
。

問

学
童
保
育
指
導
員
の

人
手
不
足
の
最
大
の
原
因

は
、
賃
金
の
低
さ
や
労
働

条
件
の
過
酷
さ
で
あ
り
、

労
働
の
量
と
質
が
処
遇
に

見
合
っ
て
い
な
い
実
態
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

専
門
職
に
ふ
さ
わ
し
い

処
遇
に
引
き
上
げ
る
こ
と

こ
そ
人
手
不
足
解
消
と
制

度
の
充
実
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。

指
導
員
の
待
遇
改
善
と

労
働
環
境
の
充
実
に
つ
い

て
の
対
応
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

指
導
員

の
労
働
環
境
は
、
平
日
は

時
か
ら
夜
７
時
頃
ま
で

12の
７
時
間
で
あ
る
も
の

の
、
土
曜
日
や
夏
休
み
な

ど
の
長
期
休
暇
は
、
朝
７

時
か
ら
夜
７
時
ま
で
の
12

時
間
近
く
と
な
っ
て
い

る
。長

期
休
暇
中
は
児
童
数

が
大
幅
に
増
加
す
る
た
め

指
導
員
の
負
担
が
大
き
く

な
る
こ
と
な
ど
、
労
働
の

量
、
質
と
も
に
大
変
な
面

が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。労

働
環
境
改
善
の
た
め

に
、
処
遇
改
善
に
取
り
組

ま
れ
て
い
な
い
ク
ラ
ブ
へ

の
要
請
や
、
国
に
対
し
処

遇
改
善
事
業
の
さ
ら
な
る

充
実
を
要
望
し
て
い
く
。

６
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日

本
共
産
党
の
山
田
守
議
員
は
①
学
童
保
育
の
指
導
員
配

置
、
②
小
中
学
校
教
職
員
の
労
働
実
態
に
つ
い
て
、
市

当
局
の
対
応
を
質
し
ま
し
た
。

学
童
保
育
指
導
員
の
待
遇
改
善
を

土木課入札結果（ ）内は予定価格
12月13日入札分

・平成30年災第5959号市道小波渡運動広場線道路災害
復旧工事（小波渡地内）（入札5業者うち2業者辞退）
(株)国善工業（くじ落札） 2,100,000円（2,121,000円）

工期～31/3/20（落札率99.01％）
・鶴岡市先端研究産業支援センター通路整備工事
中止

教育委員会社会教育課入札結果（ ）内は予定価格
12月13日入札分

・市櫛引生涯学習センターキュービクル更新工事
不調

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
12月10日入札分

・市公共下水道事業 汚水4014-1号新設工事（加茂地内）
（入札5業者）
東洋空調工業(株) 5,680,000円（5,804,000円）

工期～31/3/15（落札率97.86％）

問

い
ま
、
教
職
員
の
長

時
間
労
働
が
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
る
。

国
の
２
０
１
６
年
の
小

中
学
校
を
対
象
に
し
た

「
教
員
勤
務
実
態
調
査
」

に
よ
れ
ば
、
校
長
や
教
頭

な
ど
全
て
の
職
種
で
勤
務

時
間
が
増
え
て
お
り
、「
教

員
の
多
忙
化
」
が
進
ん
で

い
る
こ
と
が
改
め
て
浮
き

彫
り
と
な
っ
た
。

鶴
岡
市
で
の
小
中
学
校

の
長
時
間
労
働
の
実
態

と
、
労
働
環
境
の
問
題
を

ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い

る
か
。

教
育
長

教
職
員
の
長
時

間
労
働
に
つ
い
て
は
改
善

が
急
務
で
あ
り
、
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

異
常
な
労
働
環
境
で
教
員
の
自
律
性
奪
わ
れ
る

本
市
の
小
中
学
校
の
教

職
員
は
、
児
童
生
徒
の
学

習
活
動
等
に
係
る
日
常
的

業
務
に
加
え
、
各
種
会
議

や
研
修
会
、
行
事
の
準
備
、

生
徒
指
導
や
保
護
者
対
応

な
ど
の
業
務
に
多
忙
感
を

感
じ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。

小
学
校
で
は
、
年
度
は

じ
め
や
、
学
期
末
と
大
き

な
行
事
の
前
な
ど
に
忙
し

さ
を
感
じ
る
こ
と
が
多

い
。中

学
校
で
は
、
土
日
を

含
む
部
活
動
指
導
や
大
会

引
率
が
あ
る
こ
と
も
、
多

忙
感
を
感
じ
る
大
き
な
要

因
と
な
っ
て
い
る
と
捉
え

て
い
る
。

各
校
に
お
け
る
勤
務
時

間
の
管
理
は
、
出
退
勤
時

刻
表
に
出
勤
・
退
勤
時
刻

を
記
録
し
、
管
理
職
が
す

べ
て
の
教
職
員
の
勤
務
実

態
を
把
握
。
校
長
は
超
過

勤
務
時
間
の
多
い
職
員
に

対
し
て
必
ず
面
接
を
行

い
、
超
過
勤
務
を
極
力
減

ず
る
よ
う
に
指
導
し
て
い

る
。

問

先
日
、
前
文
科
省
事

務
次
官
前
川
喜
平
氏
は
講

演
会
で
、
「
自
分
で
自
主

的
に
生
き
て
い
く
力
を
身

に
つ
け
て
も
ら
う
た
め
に

は
、
や
は
り
そ
れ
を
指
導

す
る
教
師
自
身
が
主
体
性

を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
で

き
な
い
」
と
し
て
、
「
教

員
の
独
立
自
尊
の
精
神
を

先
生
に
持
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
述
べ
た
。

し
か
し
、
い
ま
教
職
員

は
異
常
な
労
働
環
境
に
お

か
れ
、
自
律
性
も
奪
わ
れ

て
お
り
、
子
ど
も
の
実
情

や
保
護
者
の
願
い
に
応
じ

た
、
柔
軟
で
人
間
味
の
あ

る
教
育
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
委
員
会
等
は
時
間

把
握
と
健
康
管
理
の
責
任

あ
る
体
制
を
と
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な

対
応
が
必
要
と
考
え
る

か
。

教
育
長

今
後
、
学
校
に

対
す
る
人
的
な
支
援
の
充

実
や
、
さ
ら
な
る
「
働
き

方
改
革
」
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

各
校
の
具
体
的
な
取
り

組
み
と
し
て
、
緊
急
時
以

外
の
留
守
番
電
話
対
応

や
、
朝
の
職
員
打
合
せ
の

簡
略
化
、
行
事
や
会
議
の

精
選
、
夏
季
休
業
及
び
年

末
年
始
休
業
に
お
け
る
閉

庁
日
の
増
設
、
定
時
退
庁

日
を
週
２
回
設
定
な
ど
実

施
し
て
い
る
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
も
減
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
専
門
部

を
減
ら
し
、
広
報
廃
刊
な

ど
検
討
し
て
い
る
学
校
も

あ
り
、
可
能
な
と
こ
ろ
か

ら
積
極
的
に
業
務
改
善
を

進
め
て
い
る
。

教
職
員
の
健
康
管
理
に

つ
い
て
は
、
定
期
健
康
診

断
等
を
受
診
し
た
の
ち
、

精
密
検
査
受
診
の
勧
奨
に

つ
い
て
引
き
続
き
指
導
し

て
い
る
。

本
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
」
は
、
教
職
員
が
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
と
な
る

こ
と
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
に
、
自
分
自
身
を
振

り
返
る
き
っ
か
け
と
し

て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
医

療
機
関
へ
の
受
診
・
相
談

な
ど
、
精
神
的
負
担
の
軽

減
を
目
的
と
し
て
い
る
。


